
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市経営市民フォーラム 

主催 釧路市・釧路公立大学地域経済研究センター 

   

基調講演                    

 「里山資本主義と域内循環」 

井 上 恭 介氏 

東京から広島に転勤して出会った、田舎がかかえる永
遠の課題、過疎や高齢化という暗いイメージの対極をい
く「元気で陽気な田舎のおじさんたち」．．． 
彼らは、これまでの経済の常識では大して価値がない

とされてきた「里山」の資源・魅力を活かした地域の自立
を目指しています。 
「マネー資本主義」あるいは「グローバル経済」の対極

をいく考え方としての「里山資本主義」を提案します。 

パネルディスカッション            

「釧路市における域内循環を考える」 

秋 里 喜久治  釧路市総合政策部次長 

井 上 恭  介氏 

下 山     朗  釧路公立大学経済学部准教授 

鈴 木 不二男氏 釧路森林資源活用円卓会議座長 

 

佐 野 修 久 釧路公立大学地域経済研究センター長・教授 

パ
ネ
リ
ス
ト 

  

３月２４日 月 
２０１４年 

午後１時３０分～４時３０分（開場/午後１時） 

場所 釧路プリンスホテル ３階北斗の間 

申込 ３月１８日（火）までに、別紙の参加申込書を地域経済研究センター
までFAXで送信いただくか、Eメールでお申込みください。（申込書は
地域経済研究センターのホームページからダウンロードできます） 

参加料 

無料 

 コーディネーター 

釧路市では、「都市経営」の考え方のもと、地域の特性を最大限に活かした持続的成長を実現する

ために「域内循環」を推進しています。 

「域内循環」とは、市民や企業が消費や原材料の調達を行うに当たり、可能な限り釧路地域外ではな

く地元のモノやサービスを購入し、そのことを通じて、地域の資源を有効に活用し地域経済の底上げを

図ろうとする取り組みです。 

本フォーラムでは、こうした「域内循環」を進めることで釧路地域の持続的成長にどのようにつながる

のか、「域内循環」をどのように進めていけばいいのか等について考えます。 

釧路市における域内循環を考える 

（五十音順） 

ＮＨＫ広島放送局 
報道番組チーフ・プロデューサー 

ＮＨＫ広島放送局 

報道番組チーフ・プロデューサー 

 お問合せ先 釧路公立大学地域経済研究センター ０１５４-３７-５３２５  r-center@kushiro-pu.ac.jp 
 



 

井上 恭介氏 

北海道生まれ 

東京大学法学部を卒業後、NHK に入局。静岡局・報道局・大型企画開発センターなどを経て、

平成２３年６月より現職。 

主な制作番組に、NHK スペシャル「オ願ヒ オ知ラセ下サイ～ヒロシマ・あの日の伝言～」（集英

社新書から「ヒロシマ 被爆の伝言」として出版化）、「マネー資本主義」（新潮文庫から同名で出

版化）、「自動車革命」、「終わりなき被爆との闘い～被爆者と医師の６８年～」などがある。 

（INOUE Kyosuke） 

秋里 喜久治 

釧路市出身 

弘前大学卒業後、昭和６０年４月釧路市入庁。釧路市役所総務部秘書課長等を経て、平成 

２５年４月より現職。 

（AKISATO Kikuji） 

下山  朗 

兵庫県芦屋市出身 

関西学院大学経済学部卒業、関西学院大学大学院 経済学研究科博士課程後期課程単位

修得退学。博士（経済学）。平成１８年４月釧路公立大学経済学部に着任。平成２０年４月より

現職。専門分野は財政学、地方財政論。 

（SHIMOYAMA Akira） 

鈴木 不二男氏 

釧路郡釧路町出身 

東京経済大学卒業後、昭和３８年４月丸善木材株式会社入社。平成４年６月に代表取締役 

社長就任（現職）。厚岸木材工業協同組合、厚浜木材加工協同組合理事長代行理事のほか、

釧路森林資源活用円卓会議座長を務める。 

（SUZUKI Fujio） 

佐野 修久 

旭川市出身 

北海道大学法学部卒業後、北海道東北開発公庫（現㈱日本政策投資銀行）に入庫。平成２１

年に香川大学大学院教授、平成２４年４月より現職。専門分野は地域経済、地域経営、地域

金融。 

（SANO Nobuhisa） 

講師・パネリスト 

パネリスト 

コーディネーター 

 プロフィール 


